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論　　文　　の　　要　　旨

　植物一土壌系におけるオキサミルの分布，残留および作用と分析法の開発

　新たな農薬が開発されるに当り，その農薬の物理化学的特性に基づいて生物的効果を最大限発揮す

る工夫が為される。その際，同時に自然環境申における農薬の移動・残留など動態と人間の健康に対

する諸影響とを考慮して使用の方法が決められる。本論文は殺虫剤オキサミルを例として取り上げ，

オキサミルの物理化学的特性一生理生化学的特性一植物・土壌系内の動態一生物効果聞の相互関係を

明らかにし，農薬の開発に際して必要となる研究はどうあるべきかへの接近方法を提示したものであ

る。また，その結果としてオキサミルの新たな使用方法を実際圃場レベルにて提示したものである。

　オキサミルの植物体内における代謝生成物として6ケ以上の化合物が確認されたが，そのうちオキ

サミル，オキサミル・オキシム，N，N一ジメチルー1一シアノフォルムアミド（DMCF）の殺線虫効

果を測定した。オキサミル500μg／m2濃度で直ちに動きを止め，4μg／㎜2では24時間後の動きを抑制し

た。一方DMCFは2000μg〃で抑制したがそれ以下の濃度では影響が認められず，オキサミル・オキ

シムでは2000－8000μg／m2の濃度でも大きな影響は認められなかった。

　オキサミルとその代謝生成物の分析測定法を検討した。特に動植物や土壌試料の分析精度に配慮し

た。植物試料中オキサミルの検出限界の一例としてO．01μ9／9が得られた。液相や固相の抽出分離法

の組合せを用いて試料の精製を行い，液体またガスクロマトグラフ法を採用して測定した。平均回収
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率92％，変動係数6．6％の値を得た。

　オキサミルを種子に処理して施用する方法を考案したが，その状態でのオキサミルの土壌および植

物体申における分布，集積，消失，代謝を検討した。トウモロコシの種子に処理したオキサミルは播

種10日後互聰g／刮濃度処理の場合葉中に9．46μg／gの濃度で存在し，2週聞後に半減していることが判

明した。ジャガイモやトマト種子へのオキサミルの吸収や表層付着のオキサミルの消失速度なども判

定して，実際使用された場合のオキサミルの動態を詳細に検討した。

　オキサミルを播種前種子処理した場合，その植物の根の周囲の線虫等諸生物に対する効果を実験室

および圃場レベルにて検討した。1ないし64㎜g／Mオキサミル処理の場合，トウモロコシ根周囲の線

虫の数を減少させたが，周囲外の土壌中の線虫には効果がなかった。種子そのものに影響を与える最

小濃度は種子当り800μgであった。線虫の根への侵入は4㎜g／滅オキサミル処理により少なくとも4

週間は阻止された。オキサミルのような水溶性の高い薬剤は土壌散布など行うと大量に使用せねばな

らないと同時に，土壌浸透が大きく，汚染への影響が大となるので，種子処理のような農薬を出来る

だけ局在化させる方法が有効性を示すならばそれば適切な使用方法を考えられる。オキサミルの植物

一土壌系における動態調査を伴った上で考案された使用方法として種子処理使用方法を提案した。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は殺虫・殺線虫剤オキサミルの新しい施用法の開発とそれに伴う植物一土壌系におけるオキ

サミルの動態について研究したものである。同時にオキサミルならびにその変化生成物であるオキサ

ミルオキシムやDMCFの各種試料からの抽出精製ならびに液体クロマトグラフによる分離定量につい

ての申請者の創意工夫について記述したものである。水溶性の高いオキサミルが土壌中に拡散するこ

とを防ぐ目的で，種子や種イモに処理して局所化しつつその効果を維持する方法を考案した。その様

な処理方法について実験室ラ園場にて試験を行っている。圃場における殺線虫効果は未だしの結果で

あったがラ植物根申の線虫の侵入は相当抑えられることが明らかにされた。残留の問題を新しい施用

法に基づいて植物体内，根圏土壌，全土壌について調査し，殺線虫効果と結びつけて実験を行ってい

る点評価できる。また分析法，抽出精製法についても種々の考案を行い，回収率，精度，分析限界分

離度などの点で飛躍的な進歩をもたらした点も高く評価できる。

　ただオキサミルの分解生成物の動態については作用性が極めて低いということで追跡を深く行って

いない点，土壌の種類を多くとりあげていない点宇物理化学性の異なる化合物について挙動を比較検

討して土壌吸着性と挙動との関係を統一的に把握していない点，など若干の指摘を行うことが出来る

が，総体的には残留の聞題について一つの接近法を提案しているものと評価した。

　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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